
　
学
校
等
の
管
理
下
に
お
け
る
災
害
に
対
し
て
災
害

共
済
給
付
を
行
う
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
度
に
全
国
の

高
校
等
（
＊
１
）
で
発
生
し
た
負
傷・疾
病
の
数
は
、

約
21
万
件
に
上
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
年
間

お
よ
そ
26
万
件
で
し
た
の
で
、
発
生
件
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
高
校
生
の
約
６
％
が
事

故
等
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
＊
２
）。

　
事
故
の
状
況
を
分
析
す
る
と
、
負
傷
・
疾
病
、
障

害
が
残
る
事
故
、
死
亡
事
故
に
は
、
一
定
の
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
負
傷
・
疾
病
が
起
こ
る
場
面
は
、「
課
外
指
導
」

が
約
６
割
で
、
そ
の
大
半
が
「
体
育
的
部
活
動
」
に

よ
る
も
の
で
す
。
次
い
で
、「
各
教
科
等
」
が
３
割

弱
で
、教
科
別
に
見
る
と
、ほ
と
ん
ど
が「
保
健
体
育
」

で
す
。
障
害
が
残
る
事
故
は
、20
年
度
が
２
３
９
件
、

21
年
度
が
１
９
２
件
あ
り
、
発
生
場
面
は
、「
体
育

的
部
活
動
」「
保
健
体
育
」
の
順
で
多
く
、
負
傷
・

疾
病
と
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

体
の
接
触
が
伴
っ
た
り
、
器
具
を
使
っ
た
り
す
る
授

業
や
部
活
動
で
は
、事
故
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
す
。

　
一
方
、
死
亡
事
故
は
、
20
年
度
が
26
件
、
21
年
度

が
14
件
あ
り
、「
体
育
的
部
活
動
」「
保
健
体
育
」
の

ほ
か
、「
休
憩
時
間
」
や
「
通
学
中
」
で
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
死
因
で
最
も
多
い
の
は
、心
臓
系
、

中
枢
神
経
系
・
大
血
管
系
で
、
い
わ
ゆ
る
突
然
死
で

し
た
。元
気
に
活
動
し
て
い
た
人
の
予
期
せ
ぬ
死
が
、

高
校
生
に
も
起
こ
り
得
る
の
で
す
。

学校管理下での事故を未然に防ぐために

「うちは大丈夫」と思わずに、他校や過去の事故事
例を教訓として生かす。

ヒヤリ・ハットを軽視せず、校内で共有して、教師・
生徒に注意を促す。

事故時に速やかに使えるよう、ＡＥＤ（自動体外式除
細動器）の使用訓練や点検を。

生徒の自主活動が増えた分、これまで以上に生徒が
責任ある行動を取れるよう、安全教育を行う。

学校
危機管理
基 礎 講 座

学
校
管
理
下
で
の
事
故

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
９
回
は
、学
校
管
理
下
で
の
事
故
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

負
傷
・
疾
病
は
年
間
約
21
万
件

約
６
％
の
高
校
生
が
事
故
に
遭
う
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お
勧
め
の
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管
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教
務
担
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担
当

学
年
団

担
任

　
こ
れ
ま
で
の
事
故
を
教
訓
と
し
て
、
様
々
な
事
故

防
止
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
教
育
委
員

会
が
、
熱
中
症
対
策
や
部
活
動
事
故
防
止
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
し
、
具
体
策
で
は
、
日

本
高
等
学
校
野
球
連
盟
が
、
練
習
中
の
打
撃
投
手
用

ヘ
ッ
ド
ギ
ア
・
打
者
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
装
着
を
義
務

づ
け
て
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
、「
う
ち
は
大
丈
夫
」

と
思
い
込
ま
ず
に
、
指
導
者
が
防
止
策
を
順
守
し
、

生
徒
へ
の
安
全
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
で
す
。

　
事
故
が
起
き
た
ら
、
た
と
え
ケ
ガ
を
し
て
い
な
く

て
も
、
軽
視
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
21
年
６
月
号
の

本
コ
ー
ナ
ー
で
、「
１
つ
の
重
大
な
事
故
の
背
後
に
は
、

29
の
軽
微
な
事
故
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
は
、

３
０
０
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
（
異
常
）
が
存
在
す
る
」

と
い
う
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を
校
内
で
共
有
し
、
教
師
と
生
徒

に
注
意
を
促
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
大
き
な
事
故

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
危
機
管
理
の
校
内
研
修
を
、少
な
く
と
も
年
１
回

は
行
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。授
業
中
や
部
活
動
中

の
事
故
を
防
ぎ
、万
一
の
発
生
時
に
対
応
す
る
の
は
、

現
場
の
先
生
方
で
す
。日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の「
学
校
安
全
Ｗ
ｅ
ｂ
」（
＊
３
）に
は
、
学
校
で
の
事

故
防
止
対
策
集
や
、全
国
の
学
校
の
安
全
に
関
す
る

実
践
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。校
内
研
修
や
生

徒
へ
の
安
全
教
育
に
活
用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
突
然
死
の
予
防
策
と
し
て
、心
電
図
検
査
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。学
校
保
健
安
全
法
で
小
・
中
学
校
、
高

校
の
１
年
生
に
心
電
図
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、東
京
都
で
は
、運
動
や
部
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
生
徒
や
、
体
育
的
な
行
事
の
前
に
、
運
動

負
荷
心
電
図
検
査
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
体
育
の
授

業
中
や
体
育
的
部
活
動
中
に
突
然
死
が
起
こ
っ
て
い

る
状
況
か
ら
見
て
、実
施
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
、
事
故
時
に
速
や
か
に
使
え
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
使
用
訓
練
や
定
期
点

検
を
行
い
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
時
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
会
場
に
移
動
さ
せ
ま
す
。
胸
に
直
接
装
着
す
る
た

め
、
女
子
生
徒
は
男
子
生
徒
よ
り
も
装
着
率
が
低
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
（
＊
４
）。
男
性
教
師
が
女
子
生

徒
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
た
め
ら
わ
ず
に
使
用
で
き
る
よ
う
、

入
学
時
に
、
保
護
者
か
ら
事
故
時
の
使
用
の
同
意
を

得
て
お
く
こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、万
一
の
場
合
に
備
え
る
災
害
共
済
給
付
に

未
加
入
の
生
徒
は
い
ま
せ
ん
か
。21
年
度
は
、全
国
で

約
６
万
４
０
０
０
人
の
高
校
生
が
未
加
入
で
し
た
。

　
今
後
、
特
に
留
意
し
た
い
の
は
、
探
究
学
習
等
の

推
進
に
伴
い
、
教
師
の
目
の
届
き
に
く
い
場
所
で
、

生
徒
の
自
主
活
動
が
増
え
る
こ
と
で
す
（
図
）。
探

究
学
習
で
は
、
自
分
の
設
定
し
た
課
題
に
取
り
組
む

上
で
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
、
生
徒
の
み

で
校
外
に
出
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

教
師
の
目
の
届
く
範
囲
で
の
集
団
行
動
と
比
べ
て
、

事
故
の
リ
ス
ク
は
高
い
と
言
え
ま
す
。
様
々
な
危
機

を
想
定
し
て
、
事
故
防
止
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
生
徒
へ
の
安
全
教
育
を
徹
底
し
、
生
徒
が
責
任

あ
る
行
動
を
取
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、
一
層
重

要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

増
え
る
生
徒
の
自
主
活
動

生
徒
自
身
が
安
全
管
理
を
行
え
る
よ
う
に

図　 学校管理下で起こる事故の防止策

＊３　https://www.jpnsport.go.jp/anzen/　または、「学校安全Web」で検索してください。　＊４　総務省近畿管区行政評価局「学校における救命活動に関
する調査ー AEDの使用を中心としてー結果報告書」（令和 2年 3月）。

※坂田教授の提供資料と取材を基に編集部で作成。
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